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1.は じめに
聴解は言語習得の根幹をなす重要な技能であるが、4技能の指導法の中でも最 も教
材開発が遅れていると言われている(伊2002、横山2004等)。従来の聴解教育は、聞
き手が当該の会話に直接参与するのではなく、学習者に全 く関係のない会話を傍 らか
ら聞く 「傍聴型聴解」とその内容の確認問題 とい う形式のものが多く、聴解テス トや
教材における現実性の欠如が指摘されてきた(松崎2008,奥野2011,2016)。当事者 と
して聞くことができ、特にインタラクションが生 じるような場面では、聞いた反応を
適切な形で相手に示すことが出来るよう、実際のコミュニケーション場面へのスキャ
フォールディング(scaffolding:足場かけ)となるような聴解教材が求められている。
このような背景を受け、学習者が当事者になりきって、聞き取った内容に合った反
応 ・応答ができることを目指 した中上級 レベルの聞き手参加型の聴解教材 『生きた会
話を学ぶ 中級から上級への日本語なりきりリスニング』(2016)(以下、『なりき りリ
スニング』)が開発 された。この教材は、実際の生きた会話を聴解素材 として開発 され
てお り、学習者がその当事者にな りきって聞くために、当事者 として本来持っている
はずの前提 となる情報が示されたカー ド(Role-basedListeningcard以下、「なり
きりカー ド」)の内容を予め頭にいれて、会話に参加 しながら聞く点が新 しい特徴とし
て挙げられる。従来の会話ロールプレイで示されるロールカー ドでは、その人物にな
ったつもりで話すための状況や相手との関係、達成すべきタスクが与えられる。それ
に対 し、聴解場面で示される 「な りきりカー ド」は、ある会話の当事者になりき り、
入 り込むためのものであるため、相手との関係、状況の他に、当事者 として有 してい
るはずの話題 となる知識や経験の有無、立場や考えなどが示されている。「なりき りカ
ー ド」は、会話に沿って、あいつちや問い返 しなどを用いながら、無理なく当事者に
なりきって会話に参加 しながら聞きやすくするものである。
本稿は、この当事者として聞く 「参加型」の聴解教材 『なりきりリスニング』を用
いて教育実習を行い、教育実習生の振 り返 りから、参加型聴解を取 り入れた授業の利
点や困難点、また学習者の様子や理解度等を明らかにしようとするものである。
2.「 聞 く」 プロフィシェンシーを高めるための練習方法
まず、聴解教材 『な りき りリスニング』開発 の前提 となった、「聞 く」プ ロフィシェ
ンシー1を高め るために必要な練習方法について確認 しておきたい。
1ProfiCiency(プロフィシェンシ→ とは、「ある技能が求めるタスク(課題)の中で今どんなことが 『で
きるか』とい う 『できること』の東で示す熟達度」牧野(2008)のことであり、OPI(OralProficien(y
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聴解は目に見えないプロセスを有 してお り、まず、第一段階で音を取 り入れ、第二
段階で理解できる形に変換 し、第三段階で長期記憶にある知識を統合 して理解すると
言われている(Andersonl980)。聴解能力の構成要素には、音や語句の識別 と理解、
文法の理解、イン トネーションやジェスチャー等の理解、話者の意図の理解、さらに
談話的なまとまりの認識、背景知識やコンテクス トと言語情報の関連づけなどがある
とされる。しかもそのような複雑な処理を即時的に行わなくてはならないのが「聞く」
の特徴である。また、往々にして 「聞く」は受容系の技能として取 り扱われるが、決
して受身的なものではなく、受け手が様々な知識や背景を動員 し、その状況にある視
覚的時報と共に、瞬時に音声から意味を構築する、能動的かつ積極的な作業(ビ ビア
ンクック1993等)でもある。日本語教育においても90年代から問題解決のための聴
解指導がなされ、タスクを設定した聴解指導が行われてきたことが報告 されている(日
本語教育学会編1991)。ただ、旧日本語能力検定試験 においても、従来の市販教材で
あっても、聞き手と全く無関係な素材を傍 らから聞き、会話の内容とあっているもの
を選ばせた りするものが多く、通常なら知っているはずの関係性や状況が全 く分から
ない中、会話を聞いて、逆に状況を想像 させるとい う本末転倒とも言える試験問題も
見受けられることが指摘 されている(松崎2008)。しかしながら、2010年に改訂 され
た日本語能力試験では、測定する日本語能力のコンセプ トにおいて、課題遂行のため
のコミュニケーション能力を測ることを明確に打ち出してお り、聴解問題においても、
当事者 として聞き、選択するような問題に大きく改訂されている。近年、コミュニケ
ーション重視の日本語教育(野 田2005、2012)が唱えられているが、これまで日本
語能力試験が重視 される海外の大学などで従来の教え方を変えるのは困難な現実があ
った。 しかし、 日本語能力検定試験 自体が変わったことで、試験を重視する海外の現
場においても聴解は転換期を迎えている(奥野2016)と言えよう。
そのような中、奥野(2011,2016)は、学習者にとって聞く必要のある情報やメッセー
ジや意図を、学習者が使えるあらゆる手段を使って、理解し、反応するために必要な
「聞く」運用能力を 「聞く」プロフィシェンシーと捉えた。そして、学習者の自然会
話データをもとに、「聞く」プロフィシェンシーを高める練習方法や授業方法を報告 し
ている。奥野(2016)では、学習者と母語話者の実際の雑談場面の分析及び、学習者の
聴解過程を確認するためのフォローアップインタビューの分析より、学習者が興味や
目的に合わせて聞くべき情報を選別 し、理解が不十分な場合には確認を求め、人の表
情やジェスチャーなどを含む視覚的情報も取 り入れながら、相手の気持ちや意図を推
測 して理解 していること等を明らかにしている。その上で、「聞く」プロフィシェンシ
ーを高めるための練習方法、教材として、以下(1)～(6)を提案している。
(1)当事者として聞く
(2)素材をコン トロール しすぎない
(3)背景知識 ・文化盾報の活用と導入
Interview)などで機能的言語運用能力を指す際に用いられる概念である。
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(4)学習者の理解度 ・習熟度に合わせた聞き返しス トラテジーを強化する
(5)状況に応じた視覚1青報を取り入れる
(6)発話意図を読み取る観点を取り入れる
そして、従来の聴解教材のように、「きけたかどうか」の確認練習だけではなく、「き
けない、わからない」のはなぜか、「きける、わかる」ようになるためには、どのよう
な練習が必要なのかということに着 目し、研究を積み重ねながら聞く過程を強化する
ような練習方法を考えていく必要があると述べている。このような背景から、『なりき
りリスニング』の開発がすすめられた。
3.参加型聴解教材 『な りきりリスニング』について
本章では、本稿で報告する授業で用いた聴解教材 『な りきりリスニング』の特徴に
ついて述べておきたい。
「聞く」場面は、対面と非対面、一方向と双方向の場面に分類 される(奥野2015)が、
本書は対面の双方向場面を扱った教科書である。対面 ・双方向の聞き取 り場面におい
て重要なことは自分自身のこととして聞くこと、また、聞き取った内容に合った自然
な反応 ・応答をして、理解したことを相手に示すことであろう。本書は、実際の生き
た会話をもとに一部加工した音声素材を、学習者が当事者になりきって聞き、自然に
反応しながら会話に参加できるようになることを目指す 「参加型」教材である 。
中級後期から、上級を目指す学習者を対象 としており、 日常のさまざまな場面や トピ
ックにおいて、聞く目的に即 して理解し、共感を示した り、わからない点については
多様な聞き返 し方法を用いて、相手からさらなる発話を引き出して理解できるような、
能動的な聞く力をつけることを目標 としている。また、「聞く」ために必要な背景知識
や 日常の文化的な情報も自然に学べるよう工夫されている。以下の節において、更な
る特徴や、実際の教材の内容や構成について述べる。
3.1聞き手の言語行動に着目
『なりきりリスニング』では、能動的に聞く力をつけるために、開発段階において、
実際の対面の双方向場面における音声を収集し、聞き手が当事者 として行 う言語行動
の分析を行った(山森他2014,金庭他2015)。その結果、音が聞き取れない、語の意味
が分からない、その話題の背景知識の不足による聴解困難な場合などに対し 「聞き返
し」の方略が有効に使われることが分かった。具体的には、音が聞き取れない場合は、
語の一部の聞き返 し、語全体の聞き返 し、異なる活用での聞き返 し、句または文レベ
ルでの聞き返 し等が観察 された。また、意味がわからない場合には、意味の説明を求
めて直接質問する様子が観察された。音や意味が分かる場 合は、話題の詳細を知るた
めに、説明を求めて質問する、言い換えて確認する、ポイン トをまとめるなどの行動
が確認された。
さらに 「聞き返 し」のみならず、相手の話に対する 「応答」にも効果的な方略が取
られ、相手の話に理解を示し、先を促す、共感を示す、共感できないことを示す、受
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け止め方を示す等の反応を示 し、聞き手として会話に参加 し、その場に直接関わる当
事者に要求される言語行動の存在が明らかになった。具体例として、表1に 、友人 と
の旅行についての会話文を示 し、聞き手の言語行動を 【 】で示す。尚、本書
の中では、「あなた」と 「友達」との会話 として設定されている。このような実際の聞
き手の言語行動に着 目し、教材に練習項目として取 り入れている点が 『な りきりリス
ニング』の特徴のひとつ として挙げられる。
表1友 人との旅行についての会話における聞き手の言語行動の例
あなた0 旅行行ったとき、どうい うところ泊まる?や っぱビジネスホテル?
友 達① 俺ね、なんかね、とにかく安 く、ま、 日本でもね、一 日、全部で3,000円台から4,000円台で抑えるね,
あなた② あ一、そ うだよね、できたらそのぐらいがいいよね。 【共感を示す】
友 達②
うん。でも、食べたいのがあったら局くても払 うし、それで贅沢 したなあ
と思ったら、次の 日はなんか、朝昼は、なんかスーパーでさあ、なんか半
額のパンとか買って、それ食 うとかね、で、夜だけ、いいもの食べようっ
ていうスタイルでやってたから、 うん
あなた③ じゃあ、基本はビジネスホテルとか?【説明を求める質問をする】
友 達③
いや、全然、ゲス トハ ウスとか。その、なんか旅先で、その、ビジネスホテ
ルだとさ一、誰とも話 さないじゃん。で、ゲス トハ ウスだとかだ と、 リ
ビングみたいなところでさ、みんな、世界中の人 もいるし、 日本人もいる
し、その、旅の情報交換?現 地の、ここ、あそこいいそって言われた
ら、そこ行 くしね,そ ういう話を聞いて、聞きたい しね、教えて、教え
ることもできるから、そ うい うふ うにして、知 らない人と仲良くなれるっ
ていうのがいいんだよね、うん。ゲス トハ ウス、うん、ビジネスホテル より
全然いいかなって。
あなた④ なるほどね。情報交換ができるん蔦 【言い換えて確認する】
友 達④ そ う。そ うい うとこで仲良くなった りしてさ、帰ってきてからもずっと付き合いある人 とか、いるし。
あなた⑤
へ一、そ うなんだ。いいね,な るほどね 知 らない人と仲良くなれるのは、確かに
いいよね 【ポイン トをまとめる、共感を示す】
※ 【 】は聞き手の言語行動の説明
3.2「当事者」として聞く参加型聴解の練習方法
従来の聴解の教材の場 合、会話を聞いて状況や会話の人物像まで想像 した上で、単
に内容の理解を確認するだけで終わる練習が多かったが、聞き手が当事者として会話
に参与するためには、どのような仕掛けが必要であろうか。既述 したように、奥野
(2015)において、当事者になりきって聞くための当事者なら本来持っている情報を示
した聴解用のロールカー ド 「なりきりカー ド」の使用が提案されている。当事者なら
本来持っている情報とは、当該場面の状況や会話参与者間の社会的関係や双方の感情
や意図等のことである。
例えば表1の会話の場合、当事者の 「あなた」になりきるためには、当該場面の状
況や会話参与者間の社会的関係等の状況も把握 した上で、「安い旅行をしたい、ビジネ
スホテルに泊まることが多い」 といった情報が必要であろう。そのような情報があれ
ば、それにしたがって当事者にな りきり、現実の聴解場面により近い練習を重ねるこ
とが出来ると考える。表2に、タスク先行としてまず聞かせる 「なりきりリスニング」
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部から、表1と同様の会話における状況提示例となりきりカー ドを用いた練習例を示
す。
表2「 な りき りカー ド」を用いた練習例
指示文 今あなたは友達 と、旅行のときにどんな所に泊まるかについて話 しています。会話の合図♪のあとで、あなたは何 と言いますか。a、bか ら選んでください 。
な りきり
カー ド
・1日3,000円かb4,000円ぐbいに旅行 したいと思っている
・ビジネスホテルに泊まることが多い
舗
あなた0 旅行行ったとき、 どうい うところ泊まる?や っぱビジネスホテル?
友 達① 俺ね、なんかね、とにかく安く、ま、日本でもね、一 日、全部で3,000円台から4,000円台で抑えるね。
表1のあなた②～④、友達②～④部分は音声のみで聞く
あなた⑤1♪()
騰
a.ヘー、そ うなんだ。いいね なるほどね。知らない人 と仲良くなれるのは確
かにいいよね。
b.ヘー 、そ うなんだ。いい叡 なるほど叡 仲良くなった人と一緒 に旅行するって、確か
にいいよね、
※ ユニ ット6「旅す る楽 しみ」なりき りリスニング③ より
さらに、2.1で示 した聞き手の言語行動部分を 「あなた」になりきって声に出して言 う
練習を 「な りきりリスニング」 として位置づけている。音声は 「聞いてみよう」の 「あな
た」のパー トを抜いたものを使用 してお り、【 】内の語彙を手掛か りに、自分なり
の表現で反応できるよ うになることを目指す。既出の会話における 「な りきりリスニング」
例を表3に 示す。
表3「 な りき りリスニング」の練習例
指示文
な りきりリスニングの会話に参加 しましょう。今あなたは友達 と、旅行のときにどんな所
に泊まるかについて話 しています。な りきりカー ドの内容を参考に、 「あなた」のパー ト
を合図 ♪の後に自分の言葉で言ってください。
な りきり
カー ド
・1日3,000円かb4,000円ぐらいに旅行 したいと思っている・ビジネスホテルに泊まることが多い
舗
あなた0 旅行行ったとき、どうい うところ泊まる?や っぱビジネスホテル?
友 達① 俺ね、なんかね、とにかく安く、ま、日本でもね、一 日、全部で3,000円台から4,000円台で抑えるね,
あなた② ♪あ一、そ うだよね、【 できたら/その ぐらい/い い 】
友 達②
うん。
や ってたか ら、 うん。2
あなた③ ♪じゃあ、【 基本/ビ ジネスホテル 】
2「あなた」の入るタイミングが分かるように、友達のターンの最初と最後の部分のみ文字で示し、
そ
れ以外は文字を見ずに聞き取るようリスニングマークが入った空欄になっている。本稿では網掛けで
示している。
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友 達③
いや、
全然いいかなって。
あなた④
♪なるほどね。【 情報交換/で きる 】
友 達④ そ う。 いる し。
あなた⑤
♪ヘー、そ うなんだ。いいね なるほどね 【知らない人/仲良
くなれる/確かにいい】
※ ユニット6「旅する楽 しみ」聞いたあとで なりき りリスニングより引用
3.3ユニットの構成
本書は全部で10ユニ ットあり、ユニットの全体構成 としては、ユニットを追 うごと
に日常(例:買い物)か ら非日常(例:OB訪問)、具体的なもの(例:料理の作 り方)
から抽象度の高いもの(例:落 語とは)へ と内容が配置され、無理なくレベルアップ
できるよう配慮されている。本書に収録 されている音声は、大学生や社会人、落語家
との間で実際に行われた会話をもとに 「生きた」聞き取 り状況を教材 として再現し、
当事者 として 「聞きたい」と思える内容が採用 されている。
各ユニッ ト内は 「聞く前に」聞いてみよう」「な りきりリスニング」 「もう一度聞い
て確認しよう」 「聞き返す練習をしよう」 「聞いたあとで」「話してみよう」「語彙を増
やそ う」「「聞き取りトレーニング」とい う活動内容で構成 されている3。各活動の詳細
について、表4に示す。ただし、語彙の力が弱い学習者には 「聞いてみよう」の前に
「語彙を増やそ う」を先に学ぶ方が理解 しやすいとされてお り、本実践の学習者の場
合も 「語彙を増やそう」から先に学んだ。
表4『 な りき りリスニ ング』の各ユニ ッ ト内の活動内容
緻 活動内容
聞く前に テーマに関連する話 し合いでウォームアップ。自分にひきっけて考えられるよ
う、文脈化 ・活1生化を試みる
聞いてみよう 3種類の会話からなる 「なりきりリスニング」「もう 渡 聞いて確認 しよ う」
「聞き返す練習をしよう」で構成 されている。レベルが高めのクラスの場合に
は 「語彙を増やそ う」の前にタスク先行型聴解 として 「聞いてみよう」を先に
行 うことが推奨 されている。
3落語 と落語家へのインタビュー内容をとりあげている9課 と10課は構成が一部異なる。
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な りき り リス 「な りき りリスニング」では、問題文を読んで場面を把握 し、 「なりきりカー
ニング ド」で 「あなた」 の立場をよく理解する。冒頭のスクリプ トを見ながら聞い
て 「あなた」 と相手の声を確認 し、 「あなた」にな りきって相手の話を聞く。
「聞く」ことに集中できるように、会話はすべてを文字で見せず、省略 してい
る部分をマークで示 している。スクリプ トでは文字化されていない、あいつち
も意識するとよい。会話の最後に合図の音が鳴ったところで 「あなた」は何と
言ったらよいか、教師は、音声を一時停止させて学習者の解答を待っ。知 らな
い語彙があって難 しい場合は、聞く前に巻末の語彙リストで語彙を確認 した
り、「語彙を増やそ う」を先に行った りしてもよい。
も う一度 聞い 「なりきりリスニング」と同じ会話の最後の回答音声も含む音声を聞いて質
て確認 しよう 問に答え、内容の理解を確認する。
聞き返す練習 ユニッ トごとにいろいろな方法で聞き返す練習を行 う。単純な語の繰 り返 しだ
をしよう けではなく、 相手の話した内容をまとめて言い換えて確認する練習も含まれ
ている。複雑な聞き返 しの場合 は 〔 〕で語彙を示 し、それを用いて聞
き返すようになっている。聞き返す方法にも色々なバ リエーシ ョンがあるとい
うことを意識づけて行 うとよい。
聞いたあとで 「な りき りリスニング:会話に参加 しよ う」では 「な りき りリスニ ング1～3」
の うちの一つの会話に参加する。状況を確認してから、 「な りきりカー ド」を
よく読み、「あなた」に 「なりきる」準備をする。その上で相手の音声を聞き
ながら、「あなた」のパー トを声に出して言 う。音声は 「聞いてみよう」の 「あ
なた」のパー トを抜いたものを使用 している。
元の会話 と一字一句同じである必要はなく、自分な りの言葉で、会話が成立す
れば、 「な りきれた」 ことにな る。
話してみよう 取 り上げられている内容に関連する トヒ○ックについて、自分自身の経験や考
えを述べ合 う。
語彙を ① このユニッ トで扱った語彙や関連する語彙を聞き、意味とのマッピング
増やそう を行う。未知語が多い学習者の場合には、先に教師が簡単に各語彙を説
明してから行ってもよい。
② 語の説明からキーワー ドを聞き取 り、意味の理解を深める。 レベルに応
じて、一文ずっ音声 を一時停止 させる、全文を一度聞いてから書 く時間
を与える、などや り方を工夫するとよい。
聞 き取 り トーレ 「語彙を増やそう」の音声を用いて、穴埋めと、シャ ドー イングを行 う。時間
一ニング 外や自宅学習 として活用し、聴解の筋力ア ップを図る。
(*ユニ ッ ト9・10は構成 が一部異 なる)
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4.『 な りきりリスニング』を用いた授業と教育実習の内容
2章で示した 『なりきりリスニング』を用いて、大学の交換留学生のためのN3レベ
ルクラスにおいて、主に 「聞く」能力を伸ばす ことを目標 とした授業を実施 した。大
学院の日本語教育実習を兼ねた授業であったため、日本語学習者 と実習生が履修 した。
本実践2016年度前期の履修生は実習生11名、学習者7名 であった。学習者7名 はレ
ベルにばらつきがあり、やや内向的な学習者も含まれていた。授業内では、学習者同
志、また実習生との会話やペアワークなどの機会を多く設け、授業開始前の時間も交
流や会話を心掛けるなど、積極的に 「生きた会話、生きた聞き取 り」の機会を増やす
よう心がけた。
15回の具体的な授業の内訳は表5の とおりである。学習者は、「なりきりリスニン
グ」の他に、日本の興味のあることについて、アンケー トによるプロジェクトワーク
を、学期を通 して行い、学期末に口頭発表を行った。実習生は教師や実習生の授業観
察の後、毎回、振 り返 りシー トを記入 して提出した。振 り返 りシー トなどや作成教材
などはポー トフォリオとして記録し、最終課題のレポー トで活用、提出した。実習は
7回目から実施 し、1コマを二人で担当し、担当週の前週に教案を提出、受講生の中
で検討後、前半と後半に分かれて授業を行った。また、実習生は自分たちで会話を録
音 し、その録 音をもとに 「な りきりカー ド」を作成 し、実習の中で使用 した。
表5聴 解の授業と教育実習の内容
授業
回数 日本語学習者の活動 実習生の活動
1 オリエンテーション、ちょっと変わった 自己紹介 趣旨・教材説明
2 ユニッ ト1は じま りは桜から 授業観察 ・ペアワーク
3 ユニッ ト2食 べる楽 しみ 授業観察 ・ペアワーク
4
プ ロジェ ク トワー ク(PW)導入 ・
テー マ案 ・ア ンケー ト例 授業観察 ・ペアワーク
5
PWテーマ発表 ・
ユ ニ ッ ト3バ イ ト経験 授業観察 ・ペアワーク
6 PWアンケー ト作成
音声 とスクリプ ト検討 ・
な りきりカー ド作成
7 ユニッ ト4結 婚のお祝い 実習
8 ユニッ ト5買 う楽 しみ 実習
9 ユニッ ト6旅 する楽 しみ 実習 ・なりきりカー ド修正
10 ユニッ ト8恋 の話 実習
11 ユニッ ト9笑 う楽 しみ 実習
12 ユニッ ト10落 語家にインタビュー 実習
13 なりきりリスニングテス ト
な りきりテス ト実施 ・
テス ト評価
14 発表のスライ ド作成 実習生による補助
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151プ ロジェク ト発表 プロジェク ト評価
5.実 習生の振り返 りからわかること
5.1な りきりリスニングテス トと実習生の評価
一連の授業の中の第13回目の授業では、学習者に対し、当事者になりきって必要な
情報を聞き取 り、聞き取った内容に対 して自然に反応 ・応答できるかどうか、必要に
応 じて聞き返 しができるかどうかを試す 「なりきりリスニングテス ト」を実施 した。
テス トは、授業内で扱ったユニッ ト全ての、なりきりリスニング部分を対象 とし、テ
ス ト当日に抽選で担当ユニットを決め、全員の前で、教科書のなりきりリスニング練
習の音声に合わせて行った。実施の際は、学習者に教科書を見ることを認め、応答の
際に使用する語彙のキューなどを見ながらできるようにした。そして、学習者がどの
程度なりきることができたのか、1か ら5の5段階で実習生が評価した。
表6は、なりきりリスニングテス トの実習生の評価の結果と、学習者のテス トでの
状況に対するコメン トである。学習者A～Gと実習生が評価 した得点の平均点を記して
いる。
表6な りきりリスニングテス トに対する実習生の評価
学習者 評価点平均 実習生のコメント
A 5.0 内容を理解 している(2名)、声が大きくていい(3名)、な りきれている(5
名)
B 4.9 話すスピー ドが適切(5名)、 な りきれている(4名)
C 4.7 文法はよかった(2名)、 声が小さい(3名)、 練習 してきている(2名)
D 4.1 相づ ちがよくできた(1名)、 答えるのが遅い(5名)
E 4.0 相づちに問題 あり(1名)、相づちがよくできた(2名)、 声が小 さい(3名)
F 4.0 勉強の成果が見 られた(2名)、 声が小さい(1名)、 敬語が不十分(3名)、
途中からCDに合わせ られなかった ところがあった(2名)
G 3.2 答えるのが遅い(3回)、 な りきれている(1名)、 声が小 さい(1名)
実習生のコメン トを見ると、高い評価を得た学生は「声が大きい」「スピー ドが適切」
とい うことから自信を持って応答や聞き返 しができていることが伺える。そのような
ことから、当事者にな りきって自然に反応 ・応答できていると評価されたと考えられ
る。一方、評価が低い学生は 「声が小さい」、また 「答えるのが遅い」ことから、まだ
自信を持って自然に反応 ・応答するとい う目標を達成できていない様子がわかる。で
は、これ らの学習者は、どのような経過をたどったのだろうか。学習者A～Gのうち、
高評価を得た学習者AとB、高評価が得 られなかったFとGの経過を見ることにする。
5.2実習生の 「振 り返 りシー ト」の分析
実習生は、各授業 において、振 り返 りシー トを提 出 した。振 り返 りシー トは、教師
の行動、学習者 の様子、気づ きについて、教科書の 「聞 く前に」「語彙 を増やそ う」「聞
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き返 し」 「聞いてみよう」 「聞いたあとで」ごとに記述 し、総合的な感想を述べる形式
のものであった。そこに記入 された内容の中から、「実習生が何に着 目しているか」「実
習生から見た学習者の様子」についての記述を拾い出して、ユニットと学習者ごとに
分類 し、傾向を分析 した。
表7～10は、学習者A,B,F,Gについて観察した記述である。学習者の観察において、
参加型の聞き取 り能力の向上が認められたと考えられる箇所や肯定的な記述はゴシッ
ク体で示す。
表7実 習生による学習者Aについての振 り返 りシー ト
ユ ニ ッ ト 実習生の観察
Ul キーワー ドをメモ している。
U2 よく聞き取れていた。
U2 音読がとても上手。
U3 詳細まで聞き取れていた。
U8 1回目で殆ど書けた。
u9 2回目CDを聞いているとき、小さな声で復唱 していた。
表8実 習生による学習者Bについての振 り返 りシー ト
ユ ニ ツ ト 実習生の観察
U3 メモをせずに聞いているが、聞き取れている。
U5 簡単な単語(軽量化、省略等)がなかなか理解できない。
U6 すごく集中して聞いていた。
U8 Bさんバ ッチリ!
U8 最初は声が小さかったが、だんだん声が出てくるようになった!
表9実 習生による学習者Fに ついての振 り返 りシー ト
ユ ニ ッ ト 実習生の観察
U2 なかなか答えられない。
U2 自分なりの発話がまだできない。
U2 1回目で聞き取れない。
U2 助詞やわからない単語は聞き取れない。
U2 理解できない語彙は聞き取れない。ここで集中力が少し下がる。
U2 他の学生 と比べて、反応が少 し遅い。
U2 分からない単語が多そう。
U2 スクリプ トを読むのもがんばっている様子。
U2 電子辞書に頼らないと会話をすすめることができない。
U5 大きい声、楽 しそう、反応が大きくなる。
U6 全体的に反応が薄い。
U8 積極的にわからない単語を聞いていた。
U8 みんなで発音するのはできているが、あてられると難しそうだった。
U8 1回目でできた。
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U8 何とか何文字か聞き取れている程度。
U8 少 しつかえた りするが、すらすら(な りきりリスニングが)で きていた。分からない単語 も進んで聞いていた。 「前に進む」 「一致」
u9 しっか り理解 してました。
表10実 習生による学習者Gについての振 り返 りシー ト
ユ ニ ッ ト 実習生の観察
U1 少 しぼ一っとしている。内容を理解できていないかもしれない。
U2 少 し難 しそ う。大変そ う。
U2 積極的に授業練習にとりくんで分からないところは質問してきた。
U2 わからない単語と接触したらすく罰べてメモしている。
U2 名詞をキーワー ドとして聞き取っていて、動詞が十分聞き取れていない。
U2 ま じめにCDを聞いている様子が見えない。
U2 メモ しない。何回も出た新単語(注 ぐ、混ぜる)を授業の中で覚えることができないQ
U2 イン トネーションをまねて復唱 しようとしてもなかなかできなかった。
U2 他の人の話が理解できてないのでは。
U3 な りきりカー ドの内容をきちんと把握 していない。
U3 日本語の音声にまだ慣れていない。
U5 1で出てきていない単語はディクテーションしづ らそ う。 「省略」 「軽量化」
U5 簡単な単語(軽量化、省略等)がなかなか理解できない。
U6 すごく集中して聞いていた。
U8 ペアワークのとき、ほかの人より説明に時間が長 くかかる。
U8 すらすら読めた。
U8 問題1に比べると難しそうな表庸だった。
U8 問題2は 他の人 といっしょのスピー ドではなく、自分のス ピー ド、タイ ミングで理解 しなが らゆっくりやっている様子だった。
U8 頭を抱えながらも少し書いている様子。
学習者AとBは 、コース開始時から問題があまり見られず、実習生による記述が少
ない。記述がある場合は、「聞き取れている」などの肯定的なコメン トが目立っ。この
2名の学習者については、コース開始時から能動的に学習 し、学習者Aについてはキ
ーワー ドをメモする、機会あるごとに復唱するなど自分で絶えず工夫 していたことが
伺える。学習者Aに もBにも声に出して練習している様 子が見られ、学習者Bには 「だ
んだん声が出るようになった」 となりきって反応できるようになっていったことがわ
かる。
一方、学習者Fについては、コース開始時は 「発話ができない」「聞き取れない」と
いうコメン トが多い。しか し、回が進むにつれて、「1回でできた」 「すらすらできて
いた」など肯定的なコメン トが増え、参加型の聞き取 り能力が向上している様子が認
められる。最終のなりきりテス トでは、声が小 さい、敬語が不十分などの点も見られ
たものの、学習の成果が認められたことが伺える。
学習者Gは、コース開始時から聞き取 りに問題があり、常に積極的な取 り組みであ
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ったとは言えない。 しかし、コース後半には、自分のスピー ド、タイミングではある
ものの、懸命に取り組む様子や、参加型の聞き取 り練習を行 う上で白分のペースを保
ちっつ肯定的な変化が見られるようになっている。
本実践の学習者には、レベルの差があり、特に低評価を受けた学習者の前半は 「な
かなか答えられない」「聞き取れない」「覚えられない」「復唱できない」など聴解面に
おいて様々な困難を抱えている様子も伺えた。 しかしながら、回を追 うにつれ、どの
学習者にも肯定的な変化が観察されたことから、それぞれの学習者な りの学びがあっ
たことがわかった。
5.3実習生の レポー トからの記述
次に、実習生のレポー トからより具体的に学習者の変化が伺える部分の記述につい
て報告する。 レポー トの課題は以下の2点であった。①生きた素材を用いた聴解の日
本語教育実習について、本授業の事例を通 して学んだこと、考えたことをまとめる。
②ポー トフォリオをもとに、実習内で取り上げたテーマについて、気づきや学習者の
変化、実習をして得たことについて述べる。以下、表11に実習生の記述から、学習者
やクラスの変化、クラスでの困難点などを中心に、実習生の気づきを具体的に示す。
特に変化が明確に示されている記述部分についてゴシック体で示す。
表11実 習生のレポー トから見るクラスや学習者の変化
讐 内容 実習生の記述
1
クラス
の変化
とABの
役割へ
の気づ
き
授業初期と比べ、最後の授業の方ではよく発言するようになったと思う。たった
2、3か月だが、日本語に慣れ始めてきている様子が伺えた。学習者たちの授業中
の発言が増えたのは、AやBさんなど比較的日本語能力が高く、発言力のある人た
ちがいたからだと思う。誰かが話せば、他の学習者たちも"話す"ということの
敷居が下がる。学習者が話しやすい環境というのは、教師のカだけでは作り出す
ことはできない。彼らがいたから教師だけが話す一方通行な授業ではなく、学習
者とやり取りしながら授業を進める形の授業が実現できたのだと思う。今回の授
業はメンバーに恵まれていたのだと感 じた。
1 クラスの変化
全体 としては、徐々に学習者同士が打ち解けていって、5月23日のユニット4の
ころにはわからないことがあればわかる人(主 にAさ ん、Bさん)がわかりやすく
説明しよ うとした り、英語にした りして教えているような場面がみられるようにな
っていました。授業でわからないことがあればスマホで調べるということがよ く
見られたけれども、少 しずつ減 り、6月13日 のユニット8からは最初にペアワー
クがあった り単語の確認が授業の冒頭でより丁寧になった りしたことも、学習者 と
実習生がたくさん話せるようになったこともあってか、質問をしてわからないこと
を解決 して くれるようになっていったと思います。
2 学習者
の変化
まず、初めは学習者たちの反応が非常に薄かったが、授業を重ねるにつれて少し
ずつ反応が増えてきたことが挙げられる。全体に質問したとき、初めは誰も答えな
かったが、次第に答えてくれるようになった。
授業が進むにつれ、だんだん空気が重くなることや分からなくて固まる人も減っ
てゆき、楽しそうな様子になっていったのが印象的だった。
3
学習者
FGの変
化
最初にユニッ ト3のときにペアになったFさ んは、授業中の発言やペアワークでも
あまり話 さない印象を受けましたが、ユニット6のペアワークのときには、わから
ない単語を質問 して くれたり、積極的に実際に自分がした旅行の話をして くれたり
して授業での発言はまだ少な くてもた くさん日本語で話 してくれる方 という印象
に変わっていま した。また、そのような感 じはGさ んにもあって、ペアワーク中も
あまり話 していないイメージがありま したが、ユニ ット9のときのペアワークでは
いつもよりも積極的に話 しているようなようすで、内容 もしっか り理解 していると
い うことを話 していて、落語の章で難 しいのではという心配に反 してとても安心し
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ました。Gさんの中で少しずつ自信が持てるよっになってきたのかなと思いまし
た。
4
実習が
与えた
学習者
の変化
剛期の約4か月間で、学習者の日本語能力は初期に比べてかなり向上したように思
う。それは、もちろん彼らの弛まぬ努力によるものであるし、ほかの日本語授業や
日本語母言藷舌者の友人たちとの対話によるところも大きいであろう。ただ、この授
業での実習生たちの授業方法の工夫による部分も若干はあると思 うのである。先に
述べた語彙強化のための工夫もそうであるし、リスニング時にポーズを入れて簡単
な日本語で解説しなおすなどの工夫、現物や写真を用いて視覚的にアプローチし
たり、より身近な例を用いて説明するなど、種々の工夫が見受けられた。教材の
特性と、学習者の特性を理解したうえで、適切な補助をしていけば、教材を活か
して学習者の能力を向上させることができるのではないかと感じた。
5
レベル
差のあ
るクラ
スへの
気づき
また、この留学生はできているが、この留学生は聞き取りに苦戦しているという状
況も今回のクラスでは多かった。そこでいかにバランスをとって、補助をしながら
授業を進めていくかという判断も重要であった。
6
学習者
Gへの
気づき
特に気になったのはGさんである。学習意欲は高くて、勉強家であるが、性格は
少し内向的なので、授業中あまり発言がなく、わからない単語も自分で調べるこ
とが多かった。しかし、ペアになった際に、積極的に私と話してくれて、質問し
てくれて、自主的に似ている文型を比較していた。授業中皆一緒の際には見えな
い一面を見た。たぶん人が多い場が苦手で、教師と二人だけだとリラックスできる
タイプかもしれない。どうすれば、皆が一緒の際にも参加 してくれるか、このよう
な学習者にとって居心地がいい教室環境は何なのかを考えている。
7
ユニッ
トごと
の違い
学習者の中でも、ユニットごとに理解度が全然違っていて、結婚や旅行、恋など日
常でも触れることのあるテーマの時には新しい単語でもすんなりと受け入れやす
そうにしていましたが、ユニット5の家電蜀販店でカメラを買うテーマでは、専門
的な用語が多くカメラに興味を持っている人があまりいなかっただけに理解がか
なり大変そうに見えました。
8
生きた
会話の
特徴へ
の気づ
き
教科書の生きた聞き取りは、1なんか一」 その一」のような意味のないような言
葉がたくさん繰り返されているように感じ、そんな風にしゃべるものかなと思って
いましたが、実際にリスニングを作ろうとしたときに、たくさんの意味のないよ
うな言葉が含まれていてこんな感じにしゃべっているのか、といかに適当に話し
ていることがあるのかを感じさせられ、自分の会話を見直すきっかけにもなった
と思いました。
9
聞き返
し練習
につい
て
また、聞き返しの トレーニングは実生活にも役に立ついい方法であったと思う。1こ
とばを繰り返す」、 「もう一回言ってください、と依頼する」などのパターンを
教える事によって、授業内でわからない言葉が出てきたときの対応が上手になっ
ていったように感じた。日本語の教科書については詳しくないが、私が受けて来た
英語教育ではそのような聞き返し表現に特化したプログラムはなかったので、コミ
ュニケーションの上で、特に日本国内の学習者にとっては有効なプログラムであっ
たように思う。
10
聞き返
し練習
への気
づき
そしてこの教科書で多く取り上げられていた1聞き返し」も会話においてとても重
要であることが分かった。学期が始まったころは表情だけで分からないというこ
とを伝えようとしていた印象があったが、 「聞き返し」の練習を毎週することに
よって会話のなかでも、分らない単語を繰り返して聞くことが多くなった。そし
て、 「聞き返し」は留学生にとっての意思表示にも役立つが、会話の相手にも大
きなメリットがあると学んだ。それは、分からない語彙や表現を聞き返してもら
うことによって、どこが分からないのか明確になることである。困った表盾や 「分
らない」だけで返ってくると、話したこと全部が分からないのか、知らない単語が
あっただけなのか、話すスピー ドが速すぎたのか分らない。そこで、 「聞き返し」
をしてもらうと、分っているところと分っていないところがはっきりしてどこを直
せばいいかがすぐにわかる。こうして会話をしていくことで会言詮 体がスムーズ
に進んでいくので、聞き返す練習はとても大切であると学んだ。
11
学習者
Cの「聞
き返
し」練
習の効
果
1聞き返し」の練習効果は私が学習者とのやり取りをする時に実感した。
例えば、今学期の最後の授業でインタビューを課題としてCさんとロールプレイし
た際に、 「書道」という言葉が現れた。Cさんはその意味が分からないので、すぐ
「ええ、書道って」という言葉で聞き返しをした。もし、聞き返す練習を受けて
いない学習者であればその分からない言葉をそのまま流してしまう可能性が高
い。Cさんは聞き返すというストラテジーを用いて、コミュニケーション上の問題
を修復して、理解できないインプットを理解できるインプットにすることは聞き返
す練習の効果を実証する実例ではないだろうか。
表11の実習生のレポー トの記述からも学習者やクラスの様子の変化が読み取れる。
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例えば、クラスの様子の変化 として、発言が増えたこと、反応が増えたこと、楽しそ
うな様子になったこと、白信を持てるようになってきたことなどが挙げられる。授業
の中で、できるだけ多くの会話や交流の機会を設けたことにより、学習者同志のや り
とりや、実習生とのや りとりが増え、発話に対する抵抗感がなくなってきたことが要
因として挙げられよう。そこには、『な りきりリスニング』で毎ユニット取 り上げた 「聞
き返 し」練習の効果も見受けられる。学習者が分か らないことを聞き返す方法を学び、
実際に使 うことによって、実習生と学習者のコミュニケーションも徐々に円滑になっ
ていったことが伺える。学習者ABのような積極的な学習者がFやGの ようなやや内向
的な学習者に影響を与えたことも挙げられており協学の成果と言えよう。
また、 日本語力の向上に、実習生たちによる授業方法の工夫もあったことが述べ ら
れている。実際、実習生も最初は説明の仕方が分からず戸惑い、教師の助けを必要 と
することも多かったが、徐々に、より簡単な日本語での説明や身近な例を用いての説
明、また視覚的に示すなどの工夫も見 られ、実習生のスキャフォールディングの向上
が日本語力の向上につながった可能性が挙げられる。
それ以外にも、レベル差のあるクラスでの対応の難 しさや、内向的な性格の学習者
には参加型聴解授業においてどのようなサポー トが必要なのかについて考える必要性
への気づきや、ユニッ トごとに異なる トピックへの興味の差により理解度が異なるこ
とも示 されていた。参加型の聴解授業において、このような学習者により異なるレベ
ル、性格、興味の差に対 して、どのように対応するのかについては試行錯誤であった
ことがわかる。
さらに、実習生自身がどのように話 しているのかとい う生きた会話の特徴への気づ
きがあったことなどの報告が見られ、課題 と同時に、実習生側にも多くの学びがあっ
たことが伺える。
6.ま とめと今後の課題
本稿では、生きた素材をもとに開発された 「参加型」の聴解教材 『なりきりリスニ
ング』を用いて教育実習を行い、教育実習生の振 り返 りから、参加型聴解教材の利点
や困難点、学習者の様子や理解度などを分析 した。参加型の聴解教材を用いることに
よって、は じめは聞き取れない、反応が遅いといった様子が見られた学習者もいたが、
回が進むにつれて、自然に反応 ・応答することができるようになり、レベルが低 くや
や内向的な学習者も、肯定的な変化が見られ、自分のスピー ドやタイミングならでき
るようになった様子が観察された。また、聞き手の言語行動に焦点を当てた練習が実
際のクラスの中での学習者と実習生 とのコミュニケーションで活用されたとい う成果
が見られた。このように聴解教材 『なりきりリスニング』での練習が、実際の生きた
コミュニケーションで活用され、コミュニケーションの活性化につながった点が確認
できたことは、学習者が教室の外での日本語コミュニケーション場面においても活用
されていると考えられ、 『な りきりリスニング』の有効性が示されたと言える。
一方で、レベル差のあるクラスでの対応や、内向的な学習者へのサポー トの仕方、
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トピックによる理解度の違いなど、生きた素材を用いた参加型聴解を実践することの
難 しさや課題も明らかとなった。このような問題は、内向的な学習者には無理にクラ
スの中での発言を求めずペアワークの中で確認する、レベルが低めの学習者には理解
の鍵となる語彙の予習を促 したうえで練習に臨むようにさせる、自分のペースで理解
が確認できる機会を設ける、興味や経験の有無により 「聞く前に」の活動量を変えて
より活1生化をはかる、背景知識の導入を増やすなどの工夫を行 うことにより解決でき
る可能性がある。
日本語教育のクラスはたとえ同じ教材を用いたとしても参加する学習者により、毎
回クラスの様子は大きく異なる。参加型の聴解授業において、クラス内でのレベル差
がある場合や、レベルが低めの場合、内向的な学習者に対してどのような工夫やサポ
ー トが必要であり、有効であるのか、今後も実習生と共に探 り、実践を重ねてゆきた
い。 『なりきりリスニング』の活用により、日本語学習者が 日本語でコミュニケーシ
ョンを楽 しみながら人間関係を構築 し、自分の居場所を持って、日本での生活を有意
義に過ごせるよう支援を続けたい。
付記
本稿は2016年8.月20日に韓国東亜人学の人韓 日本文化学会学術人会2016年度で発
表 した「参加型の聴解教材を用いた教育実習の試み一実習生の振 り返 りからの考察■」
に大幅加筆 したものである。『なりきりリスニング』の共同開発者であり、共同研究者
である金庭久美子先生、山森理恵先生、鎌田修先生にこの場を借 りてお礼申し上げま
す。また、本実践に参加 してくれた日本語学習者、実習生にも感謝申し上げます。
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